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Abstract:  Th is paper reports on the progress of the collaborative research project ‘Phonological 
characteristics of the Japanese lexicon’, which was initiated in October 2009. Th is project inves-
tigates the phonetic and phonological aspects of Japanese with main focus on sokuon (geminate 
obstruents) and accent, with a view to clarifying the main characteristics of the language in com-
parison with other languages of the world. Regarding sokuon, the project attempts to illuminate 
the rhythmic structure of Japanese and the perceptual strategies that its native speakers employ, by 
revealing the linguistic conditions on sokuon in loanwords and their phonetic/phonological basis. 
Research on accent, on the other hand, studies the prosodic systems of a variety of Japanese dialects 
in comparison with those of other accent and tone languages in the world such as Korean and 
Chinese. Th is paper summarizes the main questions that this project aims to solve as well as some 


































（3）  a.  タップ (tap)，ロック (rock, lock)
   b.  ブッシュ (bush)，プッシュ (push)；マッハ (mach)，ゴッホ (Gogh)
   c.  カップ (cup)，バック (back)
   d.  キャップ (cap)，ファックス (fax)，ピクニック (picnic)
   e.  タックス (tax)，マックス (max)
   f.  スタッフ (staff )，スノッブ (snob)，フラッグ (fl ag)
　しかしながら，促音がいつも生じるわけではない。たとえば (3a-f )に対する (4a-f )の語で
は促音は生じない（*は実際には現れない音形）。
（4）  a.  タブ，*タッブ (tub, tab)；ログ，*ロッグ (log)
   b.  バス，*バッス (bus)；パフ，*パッフ (puff )
   c.  カープ，*カーップ (carp)；バイク，*バイック (bike)
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   d.  キャプテン，*キャップテン (captain)；ファクシミリ，*ファックシミリ (facsimile)
   e.  タスク，*タッスク (task)；マスク，*マッスク (mask)














の前では促音が生じるが，[s]や [f ]の前では生じにくい。[ʃ]と [s]は日本語では同じサ行音
でありながら，このような違いが生じるのである。また [x]と [f ]もともにハ行音として借
用されるが，促音に関する振る舞いは対照的である。この二つの問題について，英語の [ʃ]
と [s]，あるいはドイツ語の [x]と [f ]の物理的長さはほとんど変わらないという実験結果が
報告されている（Tews 2008, 竹安 2009）。とすれば，[ʃ]-[s]，[x]-[f ]の間に見られる促音化
の違いは，日本語の側の問題ということになる。
　この問題と関連して，[s]や [f ]がいつも促音化を引き起こさないわけではない事実も注目
に値する。lesson（レッスン）や hustle（ハッスル），waffl  e（ワッフル）のように，語末に「ン」




　(3c-f )と (4c-f )の違いは子音が置かれた環境の違い（つまり環境要因）によって生じる。
まず (3c/4c)の違いは先行母音が短いか長いか―英語流にいうと laxか tenseか―とい
¹ 興味深いことに，英語からの借用語とは違い，韓国語からの借用語では無声子音の前でも促音は生じ

















働いている（窪薗 1995，Kubozono 2002a, 窪薗・太田 1998）。



























































いずれが優れた (well-formed)韻律構造であるかは自明のことである。外来語短縮の現象 （Itô 
1990）でも，ズージャ語でも（Itô et al. 1996），赤ちゃんことばや史的変化の分析でも（窪
薗 2002b, Kubozono 2003b），あるいはアクセントの現象（窪薗 2006b; Kubozono 2008, 2011）
でも，［軽音節＋重音節］は日本語においてもっとも忌避される韻律構造であるのに対し，
［重音節＋重音節］は好まれる韻律構造である。このように見てくると，[-ks]で終わる外来
語に促音が入り，[-kt]や [-sk]で終わる語に促音が入らないのは韻律構造の適格性 (prosodic 
well-formedness)が関わっているということになる（この分析の詳細については Kubozono, 
Itô and Mester 2008を参照されたい）。
2.3.4　toughと staff
　最後に (3f/4f )は，語頭に [s]や [f ]があるかどうかで後続する位置の促音添加が決まって
くることを示唆する例である。先述したように tough（タフ）は母音の後続子音が [f ]であ
ることにより，また knob（ノブ）と lag（ラグ）は後続子音が有声子音であることにより促




　後者の可能性については Kubozono, Itô and Mester （2008）が一つの分析を提案している。















































（6）  バ┐ナナ (banána)，ハ┐ワイ (Hawáii)，クリス┐マス (Chrístmas)，















































トンガ語 (Tonga)，インガ語 (Inga)，マム語 (Mam)，マナム語 (Manam)といった非西洋語の





































に集中的に見られる（Kubozono 1996, 2002a, 2006a, 2008, 2010, 2011; 窪薗 1999, 2006b）。
（9）  a.  単語長：4モーラ






（10）  a.  ファ┐ソ
   b.  ソ┐ファソ
   c.  ラソファソ0
   d.  アラソ┐ファソ
（11）  a.  ア┐ソファン
   b.  アソ┐ンファ







ト頭文字語（以下「ア頭文字語」）にもあてはまる (Kubozono 2003a, 2008, 2010)。アルファベッ
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プロジェクトの概要
　本研究プロジェクトは現代日本語を特徴づけている二つの音声現象―「促音」と「アクセント」
―を他の言語との比較を基調に分析し，世界の言語の中における現代日本語の特性を明らかにし
ようとするものである。いずれのテーマについても広領域の研究者に共同研究者として参画しても
らうことにより，通言語的かつ学際的な研究を目指している。本プロジェクトは理論・構造研究系
が推進する「日本語レキシコンの総合的研究」の一翼を担う一方で，時空間変異研究系が主導する「消
滅危機方言プロジェクト」の調査を音韻論的に分析し，また言語対照研究系のプロジェクト研究を
音声面から補完する役割を果たす。
